






<要旨>

我々はこれまでの研究で、抗ホロセルロプラスミンモノクローン抗体(CP60)を開発し、こ

れを利用した酵素抗体法によるホロセルロプラスミン測定系を開発してきた。この方法は

正常人とウィルソン病患者を区別し、ウィルソン病患者を診断するのに優れた方法である

ことをこれまで示してきた。その一方で、漉紙血液を用いたマススクリーニングヘの応用

を実施するには、抽出、測定に至る手技を簡略化すること求められていた。昨年度の研究

では、濾紙血検体を用いたホロセルロプラスミンの直接測定法を開発し、これによって血

液濾紙片から測定用プレート上で直接セルロプラスミンを抽出することが可能になった。

今回はこの方法を実際のスクリーニングに使用し、その問題点などについて明らかにした。

新生児検体の測定を行ったところ、.平均値 9、06mg/dl の正規分布を示した。カットオフ

値を平均値の-2SD 以下に設定し、同一濾紙試料を用いた再検査の対象とした。その結果、

すべての検体がカットオフ値の範囲にはいり、再採血を要した検体はなかった。患者にお

ける診断基準が不明確であることから、この値が適切であるかどうか今後の検討が必要で

ある。


